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ムスリム の 皆様 。 ク ルアー ン で は 、 様 々 な 種 
類 の 人 々 に 伝言 され て いま す 。 本 日 の ホ ト バ で 
は 、 こ れ ら の うち 、 備 信者 を と りあ げ て みる こ 
と に し ます 。 

偽 信 者 と は 、 心 か ら 信 仰 し て は いな い の に も 
か か わら ず 、 口 先 、 あ る い は 見 か け に お いて は 
信者 の よう に 振舞 っ て いる 人 々 を 意味 し ます 。 
クル アデ アーン で は 次 の よう に 言及 され て いま す 。 
「 偽 信者 た ちら が あな た の 許 に や っ て 来る と 、 
『 わ た し た ち は あ な た が 、 本 当 に アッ ラー の 使 
徒 で ある こと を 証言 する 。』 と 言う 。 ア ッ ラ ー 
は 、 あ な た が 確か に 使徒 
で ある こと を 知っ て お ら 
れる 。 ま た アッ ラー は 、 
偽 信 者 た ち が 真 に 嘘 言 の 
徒 で や る こと を 証言 な さ 
れる 。」 ( 偽 信 者 た ち 章 
第 1 節 ) 「 か れ ら は 信仰 
する 者 に 会 えば 、『 わ た 
し た ち は 信 仰 す る 。』 と 
言う 。 だ が か れ ら が 仲間 
の 時 魔 【〔 シ ャ イタ ー ン ] 
た ち だ け に な る と 、「『 本 
当 は あな た が た と 一 緒 な 
の だ 。 わ た し た ち は 、 上 只 
(信者 た ち を ) 愚 斐 し て いた だ け だ 。』 と 言 
う 。」 (雌牛 章 第 1 4 節 ) 「 か れ ら ( 億 信者 ) 
は 、『 わ た し た ち は ア ッ ラ ー と 使徒 を 信じ 、 服 
従 す る 。』 と 言う 。」 ( 御 光 章 第 4 7 節 ) 

偽 信者 で ある 人 は 、 ム スリ ム の 人 た ちの 中 で 
は ムスリム と 見 な され 、 そ の よう に 振舞 われ ま 
す 。 し か し アッ ラー の 御 許 に お いて は 、 決 し て 
信者 と 見 な され な い 上 に 、 信 仰 し な い 人 々 の 中 


で も 最も 低い も の と され ます 。 ク ルアー ン で は 、 


「 本 当 に 偽 信 者 た ち は 、 火 獄 の 最 下 の 奈落 に 
( 陥 ろ う ) 。 あ な た は か れ ら の た め に 、 援 助 す 
る 者 を 見 い だ せ な い 。」 (婦人 章 第 1 4 5 節 ) 
と され 、 彼 ら が 地獄 に お いて も 最も 重い 六 を 受 
ける で あろ うと いう こと を 示し て いま す 。 

偽 信 者 た ち は 、 イ バー ダ に お いて も 真 区 で は 
あり ませ ん 。 「 か れ ら が 礼拝 に 立つ 時 は 、 物 愛 
げに 立ち 、 人 に 見 せる た めで 、 ほ と ん ど ア デッラ 
ー を 念じ な い 。」 (婦人 章 第 1 4 2 節 ) 偽 信 者 
た ち は 、 己 の 利益 を 追求 する 人 々 で す 。 「 (か 
れ ら は ) あな た が た (の 戦果 ) を 待っ て いた 者 
た ち で ある 。 アッラー (の 助け ) に よっ て あな 
た が た が 勝利 を 得 た 時 は 、 (あな た が た に 向 か 
っ て ) 「 わ た し た ち も 、 あ な た が た と 一 緒 だ っ 





た で は な いか 。」 と 言う 。 も し また 不信 心 者 に 

有利 な 時 は 、 (か れ ら に 向かっ て ) 「 わ た し た 
ち は 、 あ な た が た を 優 葵 に し て や っ た で は な い 
か 。 わ た し た ち は 信 者 (ムスリム ) か ら あ な た 
が た を 守っ て や っ た で は な いか 。」 と 言う 。」 

(婦人 章 第 1 4 1 節 ) 

ムスリム の 皆様 。 偽 信者 た ちら は 、 信 仰 し て い 
な いこ と に 対し 、 心 の 安らぎ を 得 て は いま せん 。 
逆 に 、 常 に 恐れ と 疑念 の うち に あり ます 。 クル 
アー ン で は 、「 背 信者 は 、 自 分 の 心 の 中 に 抱く 
こと を 枝 露 する 1 章 〔 ス ー ラ ] が 下さ れる こと 
を 警戒 し て いる 。」 ( 悔 
生生 

心 に 病 あ る 者 が か れ 
en こ 走 る の を 見 る で 
あろ う 。 か れ ら は 、『 わ 
た し た ち は 災 難 に あい は 
し な いか と 恐れ る 。』 と 
言っ て いる 。」 ( 食 晶 章 
第 5 2 節 ) と 述べ て いる 
の で す 。 

偽 信者 た ち は 、 聖 戦 に 
呼ば れ た 際 も 、 言 い 訳 を 
つく り だ し 、 困 難 な 状 況 
や 危険 、 リ スク を 伴う こ 
と を 人 避け 、 戦 い に 加 わり ませ ん 。 ( 悔 悟 章 第 4 
2 と 4 3 節 ) 彼ら は 常に 悪い 方 向 に 人 々 の 注意 
を 引き 、 醒 いも の を 飾り 立て 、 よ いも の の よう 
に 吹聴 し ます 。 美しい も の を 悪い も の か の よう 
に 見 せ か け 、 人 々 が 善行 を 行なう こと を 妨げ ま 
す 。 ( 悔 司 章 第 6 7 節 ) さら に 、 う ぬ ぼ れ が 彼 
ら の 確実 な 特質 で す 。 ( 偽 信 者 た ち 章 第 5 節 ) 
ちょ うど イブ リー ス が 人 慢 に 、 ア ー デ ム へ の サ 
ジュ ダ を 拒ん だ よう に 、 真 の 信心 を 持て ず に い 
る こと の 理由 の 一 つが この 人 短 慢 さ と いっ て も 誤 
り で は な いで し ょ う 。 心 も 、 愛 情 も 、 良 心 も な 
い 、 壁 に 並べ られ た 材木 の よう な 存在 で す 。 
RE 

こ 目 分 の 発言 を 通し ます 。 宗教 や 信心 が 話題 

ee 
いる こと は 、 片 方 の 耳 か ら 入り 、 も う 片 方 の 耳 
か ら 抜 け て いく の で す 。 (ムハンマド 章 第 1 6 
節 ) 

し か し 、 こ の よう な 、 人 間 性 
を 持つ 備 信 者 た ち に 対し て も 、 悔 悟 の 扉 は 開か 
れ て いる の で す 。 (婦人 昔 第 1 46 て 147 
節 ) アッ ラー が 私 た ち を 、 億 信者 の 災い か ら 
お 守り くだ さい ます よう に 。 
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